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CURATOR Letter issue 5 2008.MAR 
CURATOR 千葉大学附属図書館
千葉大学学術成果リポジトリ(CURATOR)は、千葉大学内で生産された電子的な知的生産物(学術論文，学位論文，プレプリント，
統計・実験データなどの学術情報)を蓄積，保存し学内外に公開するためのインターネット上の発信拠点です。
CURATOR公開データ 2万件達成!
-.;2万件目は園芸学部の食の安全に関する研究調査報告
2007年6月!こ1万件を突破したCURATOR公開データは、学内出版物の登録が進み2008年2月!こ2万件を達成しました。 2万
件目のデータは、園芸学部の栗原伸一先生、丸山敦史先生、霜浦森平先生ほか共著の論文「食の安全性情報と消費者行
動に関する基礎的研究I食と緑の科学 Vol.60p.99-108 (2006年3月)です。
/ 
著者のおひとりである、霜浦森平先生にお話を伺いました。
霜浦森平先生(園芸学部食料資源経済学コース)
本論文は、科学研究費補助金(基盤研究(8))r消費者の食に対する「安心」に関す
る調査J(研究代表:松田友義(千葉大学大学院園芸学研究科教授))の研究成果の
一部です。周知のように、 2007年は食品会社による食品原産地や賞昧期限の偽装事
件が多発した年でした。わが国では、大きく損なわれた消費者の食に対する信頼をい
かに取り戻すかが緊急の課題となっていますo 方で、食の安全に対する過剰とも言え
る消費者意識が存在することも、また事実です。
2008年に入ってマスコミを騒がせている「毒ぎょうざ事件JIこ関する報道を見ている
と、日本の食品=安全、中国の食品=危険、という単純化された枠組みの中での議論
に終始しているように感じてなりません。わが国で中国からの輸入食品が増加している
経済的、あるいは社会的な背景を、マスコミはもちろんのこと、消費者自身が冷静に考
え、議論する時期に差し掛かっているように感じますoわれわれ研究グループでは、こ
のような問題意識のもと、日本、アメリカ、中国における消費者の食の安全性意識の国
際比較調査を行なってきましたo2008年度はヨ ロッパでの調査を予定していますo
CURATORを通して、本論文が、わが国の食の安全性問題を掘り下げて議論するため
の基礎情報として発信されることを願っています。
Scopusからも
CURATOR のパ トナ であるエルゼビア社の学術情報無料検索エンジン
Scirusをご存知でしょうかつScirusは世界中のアカテ、ミックサイトの学術情報を
効率よく検索してくれます。同じ工ルゼビア社の学術情報デ タベ スScopus
lこもWebサイトi情報を提供しています。 CURATORは、 Scirusのパ 卜ナー とし
てScirusを通じてScopusからも検索できるようlこなっています。
2007年10月、工ルゼビ、ア社のScirusチー ムは、 Scirus-CURATORコラボ
ニュ スレター を発行し、 Scirus=CURATOR検索窓の、ノ スの提供などを
行いました。このニュースレターで行われたScirus検索の懸賞っきクイズにお
いて、薬学部の熊本先生に、 iPodTouchが当たりました!
工ルゼビア社より iPodTouch 
の贈呈を受ける熊本先生
熊本先生にお話を伺いました。
普段の検索はSciFinderを使っていますが、 Scirusは、
ジャーナルの論文もWebサイトの情報もばさっと拾ってくれ
るので広く探したいときによく使っています。
ScopusからCURATORの論文が読めるのもいいですが
学内だけなので、 Scirusならば世界中の人に、特に電子
ジャ ナルを読めない人にもCURATORにある自分の論
文をフリー で読んでもらうことができますね。
iPod Touchは、インター ネットにアクセスできどこからで
も情報を得ることができて便利です。画面もタッチパネルで
自由に拡大縮小、縦横の変更ができるので、気に入ってい
ます。
検索方法や情報通信機器の進歩によりCURATORのコ
ンテンツはますます広がっていきます。
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タイトル、著者が見やすくなったほか、右側に再検索フォーム
が付きました。キーワードまたは任意の語句で再検索すること
ができます。
検索先のサイトは、
CURATORの{也、千葉大OPAC，Scirus， 
PubMed， GoogleScholar， Googleなどで、すo
同様の研究を他の検索サイトで探したり、掲載
誌を千葉大OPACで探すときに便利です。
デジタルリポジトリ連合国際会議 2008
アジア・環太平洋地域におけるオープンアクセスと
機関リポジトリ
平成20年1月30-31目、大阪大学にて、 DRFIC2008という国際会
議が聞かれ、千葉大学も参加しました。この会議は、「アジア一環太平洋地
域におけるオー プンアクセスと機関リポジトリ」のサブタイトルのとおり、韓国、
台湾、インド、オー ストラリア、イギリス、オランダから機関リポジトリに関るス
ビーカーを招き、各国の状況や取り組み、日本の状況を報告し、活発な
ディスカッションが行われました。
千葉大学では、土屋俊教授(文)が実行委員長とセッション2の座長、竹
内比呂也准教授(文)がセッション1の座長を務め、デジタルリポジトリ連合
CDRF)の事務局の一員として運営に関りました。また、ポスターセッシヨンコ
ンペで3位を獲得しました。
今回の会議では、オープンアクセスと機関リポジ卜1)に取り組むヨー ロッパ、
オーストラリアの先進事例を学ぶと共に、いままで交流の少なかったアジア
近隣地域と情報交換できたことが何よりの収穫でした。この会議により、著作
権ポリシーデータベースCSCPJ)の国際連携等、日本圏内で続けてきた努
力が海外と繋がる可能性が見えてきました。
海外でも多くの大学・機関がリポジトリによる情報発信とそのシステム，制度
改善の努力を続けています。これらの国々と連携し千葉大学でもよりよい情
報発信をCURATORによって提供できるようにしていきたいと思います。
一橋大機関リポジトリ・
シンポジウム報告
平成20年2月21日、一橋大学にて、「ウエブ、時代と学術コミュニケーションの
ゆくえ~人文・社会科学系研究成果の情報発信の新しい可能十生~Jが開催さ
れ、千葉大学から，角田季美枝氏(入社研公共研究センターリサーチアシス
タン卜)が「雑誌編集の新たな可能性 -COE研究成果の発信を通じてJと題し、
「持続的な福祉社会Jの実現を研究の中心テーマにすえた文科省21世紀COE
プログラムへの取り組み、その成果の一つである機関誌『公共研究』の編集及び
CURATORでの公開とその反響、今後の課題等について、報告を行いました。
機関リポジトリ上で電子ジャーナルを公開する「オーバレイ・ジャーナル」への取り
組みは、まだ少ないこともあり、参加者から大きな反響がありました。
その他の報告も、研究者にとっての機関リポジ卜リの魅力、インターネットにおける
学術コミュニケーションの状況、院生・若手研究者にとっての機関リポジ卜リのメリッ
卜や成果発表の状況など，どれも示唆に富んだもので，またパネルデ、イスカッション
でもフロアとの活発な意見交換があり，非常に充実したシンポジウムでした。
パネルテ、イスカッシヨンで質問に回答する角田氏
CURATOR 
CURATORは、今後もこのような学内の貴重な研究教育成果を保存発信していきます。
研究成果のご提供・登録に関しては、以下のCURATOR担当まで、お気軽にご相談下さい。
登録申請ファイル送付・お問合せ:情報部学術情報課 CURATOR担当
tel: 043-290-2253 fax: 043-290-2255 joho@LL.chiba-u.ac.jp 
http://mitizane.LL.chiba-u.jp/curator / CURATOR Letter Issue5 2008， MAR. 
